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一
、
は
じ
め
に

金
石
学
の
一
分
野
の
印
学
は
、
北
宋
時
代
か
ら
始
ま
り
璽
印
・
古
印
収
集
・
印
譜

や
著
録
が
数
多
く
著
さ
れ
、
印
学
理
論
・
印
史
な
ど
の
学
術
的
価
値
が
印
章
に
も
持

た
れ
た
。
ま
た
、
書
作
品
に
押
す
た
め
の
印
制
作
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
古
印
か
ら
篆

書
法
や
篆
刻
法
も
研
究
さ
れ
、
篆
刻
芸
術
と
し
て
実
践
と
理
論
が
確
立
し
た
。
特
に
、

清
代
中
後
期
に
は
、
官
私
璽
印
・
封
泥
・
碑
版
・
器
物
・
泉
な
ど
の
史
料
が
大
量
に

出
土
さ
れ
た
こ
と
で
、
金
石
学
と
共
に
印
学
・
篆
刻
芸
術
も
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
た
。

特
に
、
清
代
中
期
に
金
石
学
者
・
書
画
篆
刻
家
と
有
名
な
張
廷
済
は
、
金
石
学
の

急
発
展
の
波
に
乗
り
、
翁
方
綱
・
阮
元
等
と
学
術
・
芸
術
共
に
交
流
を
深
め
た
。
ま

た
、
自
宅
の
清
儀
閣
や
八
甎
精
舎
を
建
て
、
文
物
収
集
・
保
管
・
鑑
賞
・
研
究
に
張

氏
一
族
ぐ
る
み
で
励
ん
だ
。
こ
の
環
境
で
著
さ
れ
た
の
が
、
張
廷
済
著
『
清
儀
閣
所

蔵
古
器
物
文
』（
全
十
冊
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
物
か
ら
直
に
拓
を
取
り
、
そ
の

余
白
に
記
載
年
月
日
と
共
に
、
文
物
入
手
経
路
・
交
流
し
た
人
物
な
ど
あ
た
か
も
日

記
の
よ
う
な
内
容
で
跋
を
付
し
、
時
代
・
文
物
の
種
類
ご
と
に
分
類
・
整
理
さ
れ
た

も
の
だ
。
金
石
学
の
著
書
に
は
、
文
物
の
拓
や
図
を
付
し
、
跋
を
記
し
た
も
の
も
あ

張
廷
済
と
古
印

川　

合　

尚　

子

〔
抄　

録
〕

金
石
学
者
は
、
必
ず
篆
刻
を
嗜
み
、
そ
の
作
品
は
、
篆
刻
芸
術
と
し
て
、
書

作
品
・
印
譜
・
交
流
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。
張
廷
済
も
そ
の
一
人
だ
が
、
彼
が

ど
の
よ
う
な
古
印
を
収
集
・
研
究
・
制
作
し
、
交
流
し
て
き
た
か
、
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
太
平
天
国
の
乱
に
、
自
宅
の
清
儀
閣
や
八

甎
精
舎
が
戦
災
に
遭
い
、
文
物
や
著
作
な
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
そ
こ
に
鑑
み
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
、

張
廷
済
死
後
、
約
百
年
後
に
発
見
さ
れ
た
清
儀
閣
旧
蔵
の
古
印
や
私
印
の
印
譜

『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
も
取
り
上
げ
、
張
廷
済
の
古
印

研
究
・
篆
刻
芸
術
と
そ
の
交
流
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

張
廷
済
、
金
石
学
、
清
儀
閣
、
印
譜
、
印
存
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（
川
合
尚
子
）

二
〇
二

る
が
、
そ
の
よ
う
な
著
書
は
少
な
く
、
文
字
ば
か
り
の
硬
く
重
々
し
い
内
容
の
も
の

が
多
く
出
現
す
る
中
で
、
こ
の
著
書
は
大
変
珍
し
い
編
集
方
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

よ
く
整
理
さ
れ
、
目
で
見
て
ど
ん
な
文
物
な
の
か
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
金
石

学
を
志
す
人
々
に
珍
重
さ
れ
、
以
後
、
金
石
著
作
の
編
集
法
の
一
つ
と
し
て
、
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
著
書
の
第
九
冊
に
は
、
張
廷
済
が
収
集
し
た
古

印
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
印
面
と
側
款
の
拓
が
色
鮮
や
か
に
取
ら
れ
、

余
白
に
印
材
・
印
の
語
句
に
つ
い
て
、
印
を
巡
っ
て
交
流
し
た
人
の
こ
と
な
ど
の
跋

が
書
か
れ
て
い
る
。
金
石
学
者
は
、
必
ず
篆
刻
を
嗜
む
こ
と
が
一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス

と
な
っ
て
お
り
、
篆
刻
芸
術
と
し
て
、
書
作
品
・
印
譜
・
交
流
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。

張
廷
済
も
、
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
が
、
現
在
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
古
印
を
収
集
・

研
究
・
制
作
し
、
交
流
し
て
き
た
か
、
ま
だ
広
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
太
平
天
国
の
乱
に
、
清
儀
閣
や
八
甎
精
舎
が
戦
災
に
遭
い
、
文
物
や
著
作

な
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
回
は
、
そ
こ
に
鑑
み
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
、
張

廷
済
死
後
、
約
百
年
後
に
発
見
さ
れ
た
清
儀
閣
旧
蔵
の
古
印
や
私
印
の
印
譜
『
清
儀

閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
も
取
り
上
げ
、
張
廷
済
の
古
印
研
究
・
篆
刻

芸
術
と
そ
の
交
流
を
考
察
す
る
。

図一　『清儀閣所蔵古器物文』第九冊目次

図二　 『清儀閣所蔵古器物文』第九冊 P1-B、
P2-A

二
、
印
譜
に
残
さ
れ
た
張
廷
済
の
収
集
印

張
廷
済
の
古
印
や
私
印
は
、
太
平
天
国
の
乱
の
戦
災
で
散
逸
し
、
現
物
を
確
認
す

る
こ
と
は
今
で
は
難
し
い
。
だ
が
、
戦
火
に
も
耐
え
、
現
在
ま
で
伝
わ
っ
た
印
譜
で
、

そ
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
に
は
、
張
廷
済
が
自
ら
印
譜
に
し
、

跋
を
書
い
て
お
り
、
張
廷
済
本
人
の
考
察
や
古
印
入
手
の
経
緯
・
交
友
な
ど
が
よ

く
分
か
る
。『
清
儀
閣
印
存
』
に
は
、
書
作
品
や
著
書
に
押
す
私
印
が
中
心
に
印
譜

と
な
り
、『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
は
、
清
儀
閣
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
名
の
あ
る
人

の
古
印
が
印
譜
に
な
っ
て
い
る
。『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
は
、

ま
だ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
中
に
、『
清
儀
閣
所
蔵

古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
で
記
る
さ
れ
て
い
る
印
と
同
じ
も
の
を
発
見
し
た
。
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詳
し
い
跋
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器

物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
三
冊
に
共
通
す
る
印
を
抜
き
出
し
、

張
廷
済
の
印
学
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
が
、
ま
ず
、『
清
儀
閣
印
存
』
は
ど
の
よ
う

に
出
版
さ
れ
た
か
を
、
題
跋
か
ら
考
察
す
る
。

　
『
清
儀
閣
印
存
』
―
題
・
序
―

【
題
】

　

光
緒
甲
午
（
光
緒
二
十
年　

一
八
九
四
）
中
秋　

　
　
　

清
儀
閣
印
存
（
篆
書
）　

　
　
　
　
　
　
　

呉
受
福
（
？
―
一
九
一
五
）
楬
豬　
　
　

受
福
私
印

図三　『清儀閣印存』題字

こ
の
題
は
、『
清
儀
閣
印
存
』
編
集
時
に
表
題
を
呉
受
福
（
？
―
一
九
一
五
）
が

書
い
た
も
の
で
あ
る
。『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
は
、
鄧
実

（
一
八
七
七
―
一
九
五
一
）
が
創
設
し
た
神
州
国
光
社
で
編
集
・
出
版
さ
れ
た
著
書

で
あ
る
。
呉
受
福
は
、
他
の
張
廷
済
関
係
著
書
に
も
題
跋
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
一

つ
に
、『
清
儀
閣
金
石
題
識
』
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
少
し
呉
受
福
を
紹
介
し
よ
う
。

呉
受
福
（
？
―
一
九
一
五
）
浙
江
嘉
興
の
人
。
字
は
介
茲
。
号
は
子
梨
、
璡

軒
、
晋
仙
、
苴
珊
、
老
芥
、
老
芥
士
。
私
謚
は
貞
孝
先
生
（『
貞
孝
先
生
詩
文

集
』
に
あ
る
）。
室
名
は
小
穜
字
林
（『
小
穜
字
林
試
帖
偶
存
』
に
あ
る
）。
著

に
は
『
古
禾
雑
識
』、『
石
鼓
文
集
字
聨
』、『
遠
甓
編
』
が
あ
る
。
輯
に
は
『
得

酒
趣
斎
詩
鈔
』、『
環
碧
主
人
賸
稿
』、『
蘇
門
山
人
登
嘯
集
・
詩
鈔
』、『
蓮
鷺
双

谿
舎
遺
稿
』
等
が
あ
る
。
合
刊
は
『
小
穜
字
林
叢
刻
』
で
あ
る
。
光
緒
己
卯

（
一
八
七
九
）
の
挙
人
。

彼
は
、
金
石
学
関
係
の
著
書
を
出
版
し
、
鄧
実
や
褚
徳
彜
と
も
学
術
的
交
流
が
深

い
よ
う
で
、
今
後
は
、
彼
の
著
作
に
も
当
た
り
、
張
廷
済
か
ら
受
け
た
影
響
、
彼
と

同
時
代
の
金
石
学
者
・
書
画
家
な
ど
と
の
交
流
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
詳
し
く
調
べ

た
い
。

ま
た
、『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
編
著
者
鄧
実
は
、
中
国

国
学
の
普
及
の
た
め
国
学
保
存
会
（
一
九
〇
五
年
創
設
）
を
組
織
し
、
中
国
古
典
の

収
集
に
あ
た
り
、
国
学
蔵
書
楼
と
し
て
風
雨
楼
を
設
け
た
。
彼
自
身
、
張
廷
済
に
関

心
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
他
に
、
張
廷
済
関
係
の
著
作
を
風
雨
楼
に
収
蔵
・
出
版
し

た
。
そ
の
一
つ
に
『
徐
籀
荘
手
写
清
儀
閣
古
印
』
が
あ
る
。
題
は
、
王
大
炘
（
生
卒
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（
川
合
尚
子
）

二
〇
四

不
明
）
が
篆
書
で
書
き
、
序
文
を
鄧
実
が
記
し
て
い
る
。

【
題
】

　

徐
籀
荘
手
写
清
儀
閣
古
印
（
篆
書
）

　
　
　
　
　

風
雨
楼
秘
笈
留
真
之
九

　
　
　
　
　
　
　
　

北
鉄
王
大
炘
豬　
　
　

王
冠
山
（
印
）

図四　『徐籀荘手写清儀閣古印考釈』題字

「
風
雨
楼
秘
笈
留
真
」
は
、
全
十
二
種
あ
り
、
風
雨
楼
の
蔵
書
の
中
で
も
珍
重
さ

れ
る
古
典
の
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
徐
籀
荘
手
写
清
儀
閣
古
印
』
は
、
そ
の

中
で
九
番
目
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
伝
記
は
少
な
い
が
王
大
炘
の
こ
と
も
紹
介

す
る
。

王
大
炘
（
生
卒
不
明
）
字
は
冠
山
、
号
は
爻
鉄
、
呉
県
の
人
、
篆
刻
を
よ
く
し
た
。

王
大
炘
も
、
金
石
学
に
志
し
た
人
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
彼
の
書
い
た
書

物
を
検
索
し
、
鄧
実
と
そ
の
周
辺
の
人
々
と
の
交
友
関
係
も
調
べ
て
み
た
い
。
ま
た
、

先
に
少
し
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
貴
重
書
を
編
集
出
版
し
た
鄧
実
に
つ
い
て
も
紹
介

す
る
。鄧

実
（
一
八
七
七
―
一
九
五
一
）
広
東
順
徳
の
人
（
生
ま
れ
は
上
海
高
昌
郷
）。

字
は
禀
生
、
秋
枚
（『
広
益
叢
報
』
等
『
神
州
国
光
集
』
に
見
え
る
）、
別
号
は

枚
子
（『
国
粹
学
報
』
な
ど
に
見
る
）、
野
残
、
別
署
に
枚
君
（
一
九
〇
三
年
『
政

芸
通
報
』、『
秋
夜
撿
亡
弟
秋
門
遺
詩
』
の
題
に
見
え
る
）、
鶏
鳴
（
一
九
一
一

年
『
民
国
報
』
に
見
え
る
）、
室
名
は
鶏
鳴
風
雨
楼
、
風
雨
楼
（
一
九
〇
五

年
国
学
保
存
会
を
設
立
し
、
国
学
蔵
書
楼
を
設
け
、
名
を
風
雨
楼
と
し
た
。

一
九
四
〇
年
上
海
静
安
寺
路
〔
今
の
南
京
西
路
〕）
に
住
ま
い
を
建
て
榜ぼ

う
め
い名
し
た
。

『
風
雨
楼
叢
書
』
に
あ
る
）、
ま
た
、
鶏
鳴
風
雨
楼
の
主
と
自
署
し
、
名
を
鄧
枚

叔
（『
江
左
十
年
目
睹
記
』
に
見
え
る
）。
経
学
家
の
簡
朝
亮
の
弟
子
。
国
学
保

存
会
を
組
織
し
、『
国
粹
学
報
』
を
創
刊
。
国
粹
主
義
を
宣
伝
す
る
。
又
『
国

粹
叢
書
・
叢
編
』、『
国
学
教
科
書
』、『
国
学
講
義
』
等
を
編
集
し
た
。
後
に
神

州
国
光
社
を
設
立
し
、
黄
賓
虹
と
『
美
術
叢
書
』
を
編
集
す
る
。
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二
〇
五

図五　『徐籀荘手写清儀閣古印考釈』序文

鄧
実
の
働
き
で
、
散
逸
し
た
張
廷
済
の
書
物
が
復
活
し
、
再
び
世
の
人
々
の
目
に

触
れ
、
現
在
ま
で
張
廷
済
の
生
き
た
時
代
の
学
術
・
芸
術
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
金
石
学
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
学
術
・
芸
術
に
精
通

し
て
お
り
、
張
廷
済
の
金
石
学
に
関
し
て
も
跋
の
中
で
評
価
し
て
お
り
、
張
廷
済
か

ら
の
影
響
や
関
係
性
を
調
べ
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

今
度
は
、『
清
儀
閣
印
存
』
の
序
文
か
ら
、
ど
ん
な
経
緯
・
意
図
が
あ
っ
て
こ
の

著
書
が
出
版
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
序
文
は
、
褚
徳
彜
が
書
い
て
い
る
。

図六　『清儀閣印存』序文

【
序
文
】

〈
白
文
〉

清
儀
閣
所
蔵
古
器
、
庚
申
刼
後
、
散
佚
殆
尽
。
光
緒
甲
午
余
在
禾
中
、
見
粥
古
人
処

有
叔
未
先
生
遺
印
二
十
余
鈕
。
謂
段
于
張
氏
者
半
属
黄
楊
・
象
牙
、
拓
印
成
譜
印
此

冊
也
。
雖
篁
里
諸
印
未
爪
尽
于
此
。
然
兵
燹
之
余
、
其
後
人
尚
能
保
持
、
勿
告
亦
幸

事
也
。
秋
枝
先
生
得
此
、
見
亦
為
書
顛
未
于
余
紙
。

　
　

甲
寅
四
月
六
日
褚
徳
彜
記
于
海
上
庽
廬
。
松
窓
（
印
）

中
有
蘇
斎
墨
縁
、
為
翁
覃
渓
旧
物
宝
彜
斎
印
乃
嘉
興
方
辺
御
物
誤
印
于
此
。
松
窓
又
記
。

〈
書
き
下
し
文
〉

清
儀
閣
所
蔵
古
器
、
庚
申
劫
キ
ョ
ウ

後ゴ

に
散
佚
し
殆
ど
尽
く
。
光
緒
甲
午
、
余
は
禾
中
に
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（
川
合
尚
子
）

二
〇
六

在
り
て
、
粥
古
人
の
処
、
叔
未
先
生
遺
印
二
十
余
鈕
有
る
を
見
る
。
謂
へ
ら
く
段
ず

る
に
張
氏
の
者
は
半
ば
黄
楊
・
象
牙
を
属
す
印
を
拓
し
印
を
譜
と
成
す
は
こ
の
冊
な

り
。
篁
里
と
雖
も
諸
の
印
は
未
だ
こ
こ
に
尽
く
爪
ま
ず
。
然
も
兵
燹
之
余
、
そ
の
後

の
人
は
尚
ほ
能
く
保
持
す
、
亦
幸
ひ
の
事
な
り
と
告
ぐ
こ
と
勿
か
れ
。
秋
枝
先
生
此

を
得
、
見
て
も
亦
書
顛
の
為
に
末
は
余
紙
に
す
。

　
　

甲
寅
四
月
六
日　

褚
徳
彜
記
す
。
海
上
庽
廬
に
于お

ひ
て
。

中
に
蘇
斎
の
墨
縁
有
り
、
翁
覃
渓
旧
物
の
宝
彜
斎
印
は
乃
ち
嘉
興
方
辺
の
御
物
の
為

に
、
此
に
印
を
誤
る
な
り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
窓
又
記
す
。

〈
現
代
語
訳
〉

清
儀
閣
所
蔵
の
古
器
は
、
庚
申
（
咸
豊
十
年　

一
八
六
〇　

太
平
天
国
の
乱
）
の

戦
乱
後
、
散
佚
し
殆
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
光
緒
甲
午
（
光
緒
二
十
年　

一
八
九
四
）
に
私
（
褚
徳
彜
）
は
、
粥
古
人
（
人
物
不
明
）
の
所
で
叔
未
先
生
（
張

廷
済
）
の
遺
印
二
十
余
鈕
を
見
た
。
大
別
す
る
と
張
氏
の
印
は
、
黄
楊
・
象
牙
が
あ

り
（
そ
れ
ら
を
）
拓
し
て
印
譜
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
篁
里
（
現
在
の
浙
江
省

嘉
興
市
新
篁
鎮
）
で
も
多
く
の
印
は
、
ま
だ
す
べ
て
は
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
は
い
な

い
。
し
か
し
、
戦
乱
の
後
、
後
の
人
に
よ
り
今
も
な
お
、
大
切
に
保
持
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
の
で
、（
印
が
現
存
で
き
た
こ
と
は
）
な
ん
と
幸
運
な
事
で
は
な
い
か
と
告

げ
て
は
い
け
な
い
。
秋
枝
先
生
（
鄧
実
）
は
、
こ
れ
を
得
て
、
見
て
も
ま
た
、
こ
の

ま
ま
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
、（
印
・
拓
以
外
の
）
残
り
の
部
分
は
、
余
白
に
し
た
。

　
　

 

甲
寅
（
中
華
民
国
三
年　

一
九
一
四
）
四
月
六
日　

褚
徳
彜
記
す
。
海
上
庽
廬

（
仮
住
ま
い
）
に
て
。

（
本
書
の
）
中
に
は
、
蘇
斎
（
翁
方
綱
）
と
の
墨
縁
が
窺
え
る
。
翁
覃
渓
（
翁
方
綱
）

旧
物
の
「
宝
彜
斎
」
の
印
は
、
こ
れ
こ
そ
嘉
興
の
御
物
で
あ
る
た
め
に
、
誤
っ
て
本

書
に
印
し
て
し
ま
っ
た
。
松
窓
又
記
す
。

図七　『清儀閣印存』P1-A

『
清
儀
閣
印
存
』
は
、
題
跋
と
印
譜
の
み
で
、
印
の
詳
し
い
注
釈
は
、
記
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
、
入
手
し
た
ま
ま
の
印
譜
を
保
持
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
な
か
な
か

手
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
清
儀
閣
旧
蔵
の
印
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
印
譜
に
で
き

た
の
は
、
太
平
天
国
の
乱
の
戦
災
の
後
も
、
人
々
が
大
切
に
し
て
い
た
お
陰
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
中
に
翁
方
綱
旧
蔵
の
印
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
、
張
廷
済
は
じ
め
嘉
興
全
体
が
翁
方
綱
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
印
も
、
張
廷
済
が
書
作
品
な
ど
に
使
用
し
て
い

た
私
印
が
殆
ど
で
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
に
も
載
っ
て
い

な
い
印
も
あ
り
興
味
深
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
、
褚
徳
彝
に
つ
い
て
も
紹
介
し
よ
う
。
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褚
徳
彝
（
一
八
七
一
―
一
九
四
二
）
浙
江
余
抗
（
今
の
杭
州
）
の
人
。
原
名
は

徳
儀
、
名
を
徳
彝
と
改
め
た
。
字
は
松
窗
、
守
隅
、
号
は
礼
堂
、
里
堂
、
公
礼
、

籕
遺
、
漢
威
、
又
の
号
は
竹
尊
宦
、
舟
枕
山
民
、
松
窗
逸
人
。
室
名
は
角
茶

軒
。
金
石
の
考
証
に
精
し
く
、
尤
も
篆
刻
に
巧
み
で
、
初
め
は
浙
派
を
手
本
と

し
、
後
、
秦
漢
璽
印
を
潜
研
し
た
。
ま
た
、
梅
を
よ
く
し
た
。
著
に
は
『
金
石

学
録
続
補
』『
竹
人
読
録
』『
松
窗
遺
印
』
等
が
あ
る
。『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』

に
も
、
序
跋
や
題
字
を
添
え
て
い
る
。
ま
た
、
張
廷
済
旧
蔵
の
名
人
遺
印
の
印

譜
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
に
も
、
余
白
に
跋
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

彼
は
、
古
書
店
・
骨
董
店
や
友
人
宅
で
偶
然
に
も
張
廷
済
旧
蔵
の
文
物
や
著
書
を

発
見
す
る
こ
と
が
度
々
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
入
手
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
交
友
の

あ
る
人
物
が
入
手
し
た
も
の
を
鑑
定
し
、
分
類
・
整
理
し
て
、
商
務
印
書
館
や
神
州

国
光
社
な
ど
で
無
事
出
版
さ
れ
る
ま
で
編
集
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

実
際
に
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
の
原
本
は
、
徐
暁
霞
（
生
卒
不
明
）
が
上

海
の
古
書
店
で
偶
然
に
入
手
し
、
こ
れ
を
褚
徳
彝
が
整
理
し
、
商
務
印
書
館
の
張

元
済
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。『
清
儀
閣
印
存
』
も
印
譜
は
、
鄧
実
が
入
手
し
、

褚
徳
彝
は
、
印
の
現
物
を
友
人
宅
で
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
知
識
で
印
譜
を
分
析

し
て
い
る
。『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
印
譜
も
鄧
実
が
入
手
し
、
褚
徳
彝
は
、
題

字
と
印
に
つ
い
て
考
察
し
た
内
容
を
余
白
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

散
逸
し
た
張
廷
済
の
書
物
が
再
び
世
に
出
る
こ
と
で
き
た
の
は
、
鄧
実
や
張
元
済

の
よ
う
な
出
版
社
と
、
原
本
を
幸
運
に
も
入
手
で
き
た
徐
暁
霞
の
よ
う
な
人
、
褚
徳

彝
の
よ
う
に
金
石
学
に
詳
し
く
張
廷
済
を
追
い
か
け
研
究
に
励
ん
で
い
る
人
の
熱
意

の
賜
物
で
あ
ろ
う
。

図八　『清儀閣蔵名人遺印』一部分

そ
れ
か
ら
、『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
は
、
張
廷
済
の
甥
徐
同
柏
が
印
一
つ
一
つ

に
使
用
し
て
い
る
印
材
を
示
し
た
題
を
書
い
て
い
る
。
ま
さ
に
印
学
の
視
点
か
ら
見

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
部
張
廷
済
が
書
き
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

印
譜
の
原
本
は
、
張
廷
済
が
存
命
し
て
い
る
頃
の
も
の
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
が
、

余
白
に
は
、
褚
徳
彝
の
筆
跡
で
印
に
つ
い
て
考
察
し
た
書
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、『
清

儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
に
載
る
印
以
外
の
も
の
が
載
り
、
張
廷
済

の
古
印
収
集
の
幅
広
さ
が
よ
く
分
か
る
。
序
跋
は
無
い
が
、
表
紙
に
褚
徳
彜
が
書
い

た
題
字
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
だ
。
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『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』

【
題
】

　

清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
（
隷
書
）

　
　
　
　
　

徐
籀
荘
（
徐
同
柏
）
題　

　

風
雨
楼
（
鄧
実
）
得
此
付
装
属
。　

　
　
　
　
　

褚
徳
彜
署　

甲
寅
（
中
華
民
国
三
年　

一
九
一
四
）
閏
五
月

図九　『清儀閣蔵名人遺印』題字

短
い
内
容
で
あ
る
が
、
貴
重
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
徐
同
柏
が
印
に

題
を
書
い
て
い
る
こ
と
、
次
に
、
鄧
実
が
こ
の
印
譜
を
入
手
し
て
本
著
に
し
た
こ
と
、

そ
し
て
、
褚
徳
彝
が
題
と
書
き
入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
こ
で
、
徐
同
柏
に
つ

い
て
も
紹
介
し
よ
う
。

徐
同
柏
（
一
七
七
五
―
一
八
六
〇
）
字
は
寿
蔵
、
春
甫
、
号
は
籀
庄
又
は
少
孺
。

原
名
は
、
大
椿
。
張
廷
済
の
甥
。
張
廷
済
に
指
受
さ
れ
、
六
書
篆
籀
を
精
研
し
、

文
物
の
文
字
・
時
代
等
の
考
証
を
得
意
と
し
、
張
廷
済
は
文
物
の
考
証
を
主
に

彼
に
任
せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
張
廷
済
は
、
文
物
の
代
金
を
徐
同
柏
と
出
し
合
っ
て
、
一
緒
に
購
入

し
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
文
物
を
求
め
て
様
々
な
地
域
へ
出
掛
け
る
と
き
は
、

徐
同
柏
も
連
れ
て
行
っ
て
購
入
し
た
と
い
う
。
張
廷
済
は
、
徐
同
柏
を
非
常
に

可
愛
が
り
、
徐
同
柏
も
張
廷
済
を
尊
敬
し
、
学
問
で
あ
り
趣
味
の
金
石
学
や
古

器
物
の
収
集
、
考
証
か
ら
同
じ
敷
地
内
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
生
活
の
全

て
を
共
有
し
て
い
た
。

　

徐
同
柏
は
、
篆
刻
を
よ
く
し
、
張
廷
済
の
印
は
彼
が
刻
し
た
も
の
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
張
燕
昌
ら
と
も
交
流
し
、
残
碑
零
碣
・
井
欄
橋
柱
・
瓦
当
壟

甎
等
の
考
証
に
取
り
組
ん
だ
。
著
作
に
は
、『
従
古
堂
款
識
釈
文
』
等
が
あ
る
。

同
じ
趣
味
や
学
問
や
何
か
ら
何
ま
で
共
有
で
き
る
仲
間
が
い
る
と
楽
し
く
、
こ

の
よ
う
な
家
族
関
係
が
、
張
廷
済
の
金
石
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
よ
り
豊
か
な
も

の
に
し
た
。

本
書
で
の
徐
同
柏
の
役
割
は
、
印
を
印
学
的
に
分
析
し
印
材
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
こ
と
。
そ
し
て
、
褚
徳
彜
に
よ
る
約
百
年
後
の
時
代
か
ら
見
て
考
察
し
た
書
き
入

れ
か
ら
、
散
逸
し
た
印
譜
が
再
び
蘇
っ
た
と
い
う
感
動
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
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三
、 『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
『
清
儀
閣
印

存
』・『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
に
共
通
す
る
印
と
そ
の
印
を

通
じ
て
の
交
友

こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
清
儀
閣
旧
蔵
の
印
譜
で
あ
る
『
清
儀

閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
に
つ
い
て
、
出
版
経
緯
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た

人
々
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
本
書
に
な
る
ま
で
に
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
に
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
印
に
つ
い
て
の
注
釈
が
あ
ま
り
無
い
。
そ
れ
は
、
貴
重
な
印

の
形
を
そ
の
ま
ま
鑑
賞
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
編
集
者
の
配
慮
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

張
廷
済
の
印
学
に
つ
い
て
理
解
す
る
に
は
、
や
は
り
、
張
廷
済
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
蔵

印
に
対
し
て
ど
う
解
釈
を
し
て
い
た
か
が
分
か
る
も
の
も
合
わ
せ
て
見
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
は
、『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
で
確
認
で
き
る
。『
清

儀
閣
印
存
』・『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
中
に
あ
る
印
と
『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』

第
九
冊
（
古
印
）
の
印
と
、
一
部
共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の

を
取
り
上
げ
、
張
廷
済
の
印
学
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
。

一
． 『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
共

通
の
印
①

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）

（
白
文
）

象
牙
印
。
郡
中
友
人
朱
象
九
所
貽
。
値
銀
一
餅
得
之
。
時
為
嘉
慶
十
五
年
庚
午
之
夏
。

（
書
き
下
し
文
）

象
牙
印
な
り
。
郡
中
の
友
人
の
朱
象
九
貽
る
所
と
な
る
。
値
銀
一
餅
之
を
得
た
り
。

時
は
嘉
慶
十
五
年
庚
午
（
一
八
一
〇
）
之
夏
為
り
。

（
現
代
語
訳
）

象
牙
印
で
あ
る
。
郡
中
（
嘉
興
）
の
友
人
の
朱
象
九
（
伝
無
し
）
に
貽
ら
れ
た
も
の
。

値
（
値
段
）
銀
一
餅
で
こ
れ
を
得
た
。
時
は
嘉
慶
十
五
年
庚
午
（
一
八
一
〇
）
之
夏

で
あ
る
。

『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』

牙
印

図十一　『清儀閣蔵名人遺印』
「竹垞」の部分

図十　『清儀閣所蔵古器物文』
第九冊 P7-A
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（
川
合
尚
子
）

二
一
〇

『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
で
は
、「
牙
印
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、『
清
儀

閣
所
蔵
古
器
物
文
』
に
は
、
象
牙
の
印
で
、
友
人
の
朱
象
九
か
ら
贈
ら
れ
、
銀
一
餅

で
入
手
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
一
〇
年
と
年
号
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。『
清

儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
は
、
跋
を
書
い
た
年
月
日
が
記
さ
れ
そ
の
内
容
も
あ
た
か
も

金
石
日
記
の
よ
う
な
趣
を
見
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

二
． 『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
共

通
の
印
②

図十三　『清儀閣蔵名人遺印』
「方藹」、「春橋」、「佶人」の部分

図十二　『清儀閣所蔵古器物文』
第九冊 P11-A

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）

（
白
文
）

象
牙
連
珠
印
。
桐
郷
朱
春
橋
老
人
物
。

（
書
き
下
し
文
）

象
牙
連
珠
印
。
桐
郷
の
朱
春
橋
老
人
の
物
な
り
。

（
現
代
語
訳
）

象
牙
連
珠
印
。
桐
郷
の
朱
春
橋
老
人
の
物
で
あ
る
。

（
白
文
）

春
橋
老
人
物
。
或
曰
。
此
是
林
吉
人
信
印
。
春
翁
所
得
。
詩
筒
画
幅
率
印
諸
尾
。
云

木
色
甚
旧
当
是
百
年
前
物
。

（
書
き
下
し
文
）

春
橋
老
人
の
物
な
り
。
或
は
曰
く
。
此
れ
是
れ
は
林
吉
人
信
印
な
り
。
春
翁
は
得
る

所
な
り
。
詩
筒
画
幅
の
率
ね
の
印
諸
の
尾
に
す
。
云こ

れ
は
木
色
甚
だ
旧
し
。
当
に
是

れ
百
年
前
の
物
な
る
べ
し
。

（
現
代
語
訳
）

春
橋
老
人
の
物
で
あ
る
。
或
は
こ
れ
は
林
吉
人
信
印
な
り
と
。
春
翁
は
得
る
所
な
り
。

詩
筒
画
幅
の
大
体
の
印
は
多
く
は
最
後
に
押
し
て
い
る
。
こ
れ
は
木
色
が
非
常
に
古

い
も
の
だ
。
こ
れ
が
、
百
年
前
の
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』

象
牙
連
珠
印
。

黄
楊
印
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二
一
一

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
で
は
紙
面
真
ん
中
の
印
二
種
が
『
清

儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
印
と
同
じ
も
の
。
印
章
が
、『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
方

が
若
干
太
く
見
え
る
。
印
泥
や
押
し
加
減
に
よ
っ
て
印
は
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
形

を
比
較
す
る
の
も
面
白
い
。
朱
春
橋
老
人
の
百
年
前
の
貴
重
な
印
の
よ
う
だ
。

三
．『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
『
清
儀
閣
印
存
』
の
共
通
の
印
③

図十五　『清儀閣印存』「勿勿不及草書」
の部分

図十四　『清儀閣所蔵古器物文』
第九冊 P14-A

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
で
は
、
左
端
「
勿
勿
不
及
草
書
」「
昌

化
石
印
」
と
書
か
れ
た
印
と
『
清
儀
閣
印
存
』
の
右
側
の
印
と
が
同
じ
も
の
。
印
材

の
名
前
の
み
で
あ
る
が
、
見
る
と
書
作
品
に
押
す
た
め
の
私
印
で
あ
る
。
張
廷
済
が

刻
し
た
も
の
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
張
廷
済
没
後
百
年
以
上
経
と
す
る
時
代

に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

四
．『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
『
清
儀
閣
印
存
』
共
通
の
印
④

図十七　『清儀閣印存』「張廷済印」の
部分

図十六　『清儀閣所蔵古器物文』
第九冊 P14-B
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（
川
合
尚
子
）

二
一
二

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
の
内
容
、（『
清
儀
閣
印
存
』
に
は
、

印
の
み
）

（
原
文
）

右
印
、
倶
敢
浦
故
友
畢
菎
園
明
経
星
海
篆
刻
。
乾
隆
壬
子
癸
丑
明
経
館
、
余
従
兄
蓬

園
家
、
甲
寅
乙
卯
館
、
余
婦
翁
沈
寛
夫
先
生
家
、
嘉
慶
丙
辰
至
辛
酉
館
、
於
珠
渓
葛

氏
此
数
印
皆
此
数
年
中
所
作
。

道
光
甲
申
三
月
十
一
日　

廷
済
記

（
訓
読
）

右
の
印
、
倶
に
敢
浦
の
故
友
の
畢
菎
園
明
経
星
海
の
篆
刻
な
り
。
乾
隆
壬

子
癸
丑
（
乾
隆
五
十
八
年　

一
七
九
三
）、
明
経
は
、
余
の
従
兄
蓬
園
の
家
に
館
し
、

甲
寅
乙
卯
（
乾
隆
五
十
九
年　

一
七
九
四
）、
余
の
婦
翁
沈
寛
夫
先
生
の
家
に
館
し
、

嘉
慶
丙
辰
（
嘉
慶
元
年　

一
七
九
六
）、
辛
酉
（
嘉
慶
六
年　

一
八
〇
一
）
に
至
る

ま
で
珠
渓
の
葛
氏
に
於
い
て
館
せ
り
。
此
の
数
印
は
、
皆
此
の
数
年
中
作
る
所
な
り
。

道
光
甲
申
（
道
光
四
年　

一
八
二
四
）
三
月
十
一
日　

廷
済
記

（
現
代
語
訳
）

右
の
印
は
、
倶
に
敢
浦
の
故　

友
の
畢
菎
園
明
経
星
海
の
篆
刻
で
あ
る
。
乾
隆

五
十
八
年
（
一
七
九
三
）
に
、
明
経
は
、
私
の
従
兄
蓬
園
（
張
灝
一
七
六
八
―

一
八
一
三
）
の
家
に
泊
ま
り
、
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
私
の
妻
の
父
沈
寛
夫

先
生
（
生
卒
不
明
・
伝
無
し
）
の
家
に
泊
ま
り
、
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
嘉

慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
ま
で
珠
渓
の
葛
氏
の
と
こ
ろ
で
泊
ま
っ
た
。
こ
の
数
印
は
皆

こ
の
数
年
中
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
道
光
四
年
（
一
八
二
四
）
三
月
十
一
日　

廷

済
記

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
に
あ
る
、「
張
廷
済
之
印
」
と
『
清

儀
閣
印
存
』
の
「
張
廷
済
之
印
」
が
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
印
は
、
畢
星
海

（
一
七
四
〇
―
一
八
〇
一
）
が
、
張
廷
済
の
従
兄
張
灝
（
一
七
六
一
―
一
八
一
三
）

の
家
、
張
廷
済
の
妻
の
父
沈
寛
夫
先
生
（
生
卒
不
明
・
伝
無
し
）
の
家
、
珠
渓
の
葛

氏
（
珠
渓
は
現
在
の
四
川
省
重
慶
市
、
葛
氏
と
は
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
）
を
訪
ね

て
滞
在
し
、
そ
の
期
間
中
に
刻
し
た
印
だ
と
い
う
。
彼
は
、
張
廷
済
の
私
印
を
多
く

刻
し
、
張
廷
済
に
寄
贈
し
て
い
る
。
印
を
通
し
て
の
交
友
の
一
コ
マ
が
窺
え
る
。
ま

た
、
張
廷
済
の
亡
き
妻
沈
氏
が
刻
し
た
、
張
廷
済
の
私
印
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
張

廷
済
の
妻
に
つ
い
て
の
記
事
は
少
な
く
、
こ
の
印
は
、
妻
沈
氏
の
貴
重
な
史
料
に
な

り
、
張
廷
済
の
家
族
の
間
で
も
印
の
創
作
を
し
、
寄
贈
し
合
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
こ
こ
で
、
畢
星
海
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

畢
星
海
（
一
七
四
〇
―
一
八
〇
一
）
字
は
菎
圃
、
菎
源
、
菎
園
、
号
は
古
愚
。
海

塩
の
人
。
貢
生
（
地
方
の
学
生
）。
文
章
を
善
く
し
、
篆
書
、
隷
書
、
篆
刻
に
工
で
あ
っ

た
。
著
に
は
、『
六
書
通
摭
遺
』
が
あ
る
。

お
わ
り
に

『
清
儀
閣
所
蔵
古
器
物
文
』
第
九
冊
（
古
印
）
と
、
清
儀
閣
旧
蔵
の
古
印
や
私
印

の
印
譜
『
清
儀
閣
印
存
』
と
『
清
儀
閣
蔵
名
人
遺
印
』
の
史
料
を
も
と
に
、
張
廷
済

の
印
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
て
き
た
。
す
る
と
、
張
廷
済

の
印
学
は
、
彼
の
死
後
百
以
上
経
っ
て
も
、
後
世
の
金
石
学
者
達
に
多
大
な
影
響
を

あ
た
え
、
中
国
の
国
学
の
一
分
野
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

張
廷
済
の
古
印
に
関
す
る
鑑
識
眼
も
鋭
く
、
作
ら
れ
た
時
代
・
印
章
の
内
容
・
印

材
・
人
物
・
印
の
用
途
な
ど
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
色
鮮
や
か
な
赤
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二
一
三

で
印
が
押
さ
れ
、
側
款
の
拓
本
も
取
り
、
そ
の
余
白
に
跋
を
付
す
ス
タ
イ
ル
は
、
視

覚
的
に
も
洗
練
さ
れ
、
整
っ
た
紙
面
に
な
る
の
で
、
内
容
の
高
度
な
専
門
性
と
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
た
芸
術
的
セ
ン
ス
が
い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
人
々
の
心
を
打
ち
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
太
平
天
国
の
乱
の
戦
災
で
失
わ

れ
た
張
廷
済
の
書
物
だ
が
、
後
の
人
々
に
求
め
ら
れ
、
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

今
回
は
、
張
廷
済
自
身
が
作
っ
た
印
を
探
し
求
め
た
か
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

こ
の
三
つ
の
書
物
か
ら
は
、
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
、

印
学
研
究
の
為
に
収
集
し
た
古
印
や
友
人
な
ど
交
友
関
係
の
あ
っ
た
人
々
か
ら
譲
っ

て
も
ら
っ
た
印
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
印
の
他
に
張
廷
済
自
ら
彫
っ
た
印
を
探
す
こ

と
が
今
後
の
課
題
だ
。

ま
た
、
こ
の
研
究
を
す
る
中
で
、
張
廷
済
以
後
の
金
石
学
者
た
ち
も
、
張
廷
済
の

金
石
学
・
印
学
を
学
ぼ
う
と
積
極
的
に
史
料
収
集
し
、
著
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
張
廷
済
の
金
石
学
は
、
ど
の
時
代
に
ど
の
よ
う
な
形
で

人
々
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
か
も
研
究
し
た
い
。
そ
し
て
、
張
廷
済
の
書
作
品

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
、
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
篆
刻
芸
術
と
書
作
品
と
合
わ
せ

て
、
根
本
史
料
か
ら
よ
り
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

﹇
参
考
文
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﹈
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史
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史
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濬
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十
九
年
（
一
九
三
〇
）
寧
津
李
氏
刊
本

『
甌
鉢
羅
室
書
画
過
目
考
』
四
巻
附
一
巻　

清
・
李
玉
棻
撰　

光
緒
二
十
三
年
（
一
八
九
七
）

男
元
振
刊
本

『
昭
代
名
人
尺
牘
集
小
伝
』
二
十
四
巻　

清
・
呉
修
撰　

発
行
年
場
所
不
明

『
清
代
僕
学
大
師
列
伝
』
二
十
五
巻
叙
伝
一
巻　

支
偉
成
撰　

民
国
十
四
年
（
一
九
二
五
）

上
海
泰
東
図
書
局
排
印
十
七
年
再
版
本

『
金
石
学
家
列
伝
』
発
行
年
場
所
不
明

『
清
代
学
者
象
伝
』
第
一
集
四
冊　

葉
恭
綽
輯　

民
国
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
上
海
商
務

印
書
館
景
印
本

『
清
儒
学
案
小
伝
』
二
百
八
巻　

徐
世
昌
撰　

民
国
二
十
八
年
（
一
九
三
九
）
北
京
刊
本

『
国
朝
書
人
輯
略
』
十
一
巻
首
一
巻　

清
・
震
鈞
撰　

光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
金

陵
刊
本

『
書
林
藻
鑑
』
十
二
巻
索
引
一
巻　

馬
宗
霍
撰　

民
国
二
十
五
年
（
一
九
三
六
）
上
海
商

務
印
書
館

『
皇
清
書
史
』
三
十
二
巻
首
一
巻
末
一
巻
附
録
一
巻
坿
皇
清
書
人
別
号
録
一
巻　

清
・
李

放
撰　

号
録
・
葉
眉
撰

『
清
代
七
百
名
人
伝
』
六
巻
補
編
一
巻
附
録
五
巻　

蔡
冠
洛
撰　

『
清
史
稿
』
中
華
書
局
本

『
清
史
列
伝
』
八
十
巻　

清
・
闕
名
輯　

民
国
十
七
年
（
一
九
二
八
）
上
海
中
華
書
局

『
新
編
金
石
学
録
』　

松
丸
道
雄
編　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
九
月
発
行　

汲
古

書
院

《
そ
の
他
の
資
料
》

『
清
儀
閣
印
存
』
褚
徳
彝
編　

一
九
一
四
年
四
月　

神
州
国
光
社

『
張
元
済
年
譜
』
張
樹
年
主
編　

柳
和
城
、
張
人
鳳
、
陳
夢
熊
編　

一
九
九
一
年
一
二
月

第
一
版
・
北
京
第
一
次
刷　

商
務
印
書
館

『
太
平
寺
史
話
』
上
下
巻　

鮑
翔
麟
編　

著
嘉
興
市
南
湖
区
政
協
文
史
委
員
会　



張
廷
済
と
古
印　

 

（
川
合
尚
子
）

二
一
四

二
〇
〇
八
年
九
月
（
未
刊
本
）

『
清
儀
閣
金
石
題
識
』
張
廷
済
著　

陳
其
栄
編　

徐
士
愷
校
刊　

一
八
九
四
年　

発
行
地

不
明
）

『
清
儀
閣
金
石
文
字
拓
編
』
翁
方
綱
著　

発
行
年
不
明　

有
正
書
局

『
清
儀
老
人
遺
墨
』
張
廷
済
書　

一
九
一
八
年　

天
真
精
製
翻
印

『
石
刻
資
料
新
編
』
第
四
輯
（
七
）（
九
）
二
〇
〇
六
年　

新
文
豊
出
版

『
清
儀
閣
雑
詠
』
張
廷
済
編　

一
八
三
九
年　

清
儀
閣
刻

（
か
わ
い　

な
お
こ　
　

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導
教
員
：
長
尾　

秀
則　

教
授
）

二
〇
一
〇
年
九
月
三
十
日
受
理


